
 

ジカウイルス感染症に関する詳しい 
情報は厚生労働省HPをご覧ください。 

「ジカウイルス感染症」（ジカ熱） 

に対する安全対策へのご協力のお願い 
現在、中南米諸国などでジカウイルス感染症（ジカ熱）が発生しており、海外では、輸血

によるジカウイルスの感染事例も報告されています。 

輸血によるジカウイルスの感染を防止するため、以下のいずれかに該当する方は、献血を

ご遠慮いただくよう、お願いいたします。 

■海外から帰国（入国）後、 
4週間経過していない方 

 
■ジカウイルス感染症（ジカ熱）と診断され、

治癒後 1ヵ月間を経過していない方 

【ジカウイルス感染症（ジカ熱）とは？】 

ジカウイルスは、このウイルスに感染した人の血を吸った蚊（日本ではヒトスジシマカ）

が他の人を刺すことにより感染が広がります。 

ジカウイルスに感染すると、その約 20%の人に軽度の発熱、頭痛、関節痛、皮膚の発疹

または結膜炎等が現れますが、それらの症状は軽く、自然に治癒します。しかし、妊婦さん

が感染すると、胎児に小頭症などの中枢神経系の異常を引き起こすこと、また、ジカウイル

スへの感染が、ギラン・バレー症候群の原因になるとも考えられています。 

  本年は、オリンピック・パラリンピックが開催されることもあり、多くの人々が中南米諸

国などに渡航することが予想されます。そのため、これらの地域でジカウイルスに感染した

人が、そのままウイルスを国内に持ち込む可能性があります。 

また、この時期は、日本国内での蚊の活動時期にもあたることから、持ち込まれたウイル

スが国内の蚊によって伝播される可能性もありえます。 

 

 

  

 

献血血液の安全性確保のため、みなさまのご理解とご協力をお願いいたします。 

徳島県赤十字血液センター 

写真提供  
国立感染症研究所昆虫医科学部 

【ヒトスジシマカ】 
背中に 1 本の白い線と W 字状の
模様がある 4.5ｍｍほどの蚊で、5
月中旬から 10 月下旬ころまで活
動します。雑木林や竹林などで繁
殖し、主に藪・墓地・公園などに
見られます。 
特に日中に活発に吸血します。 
活動範囲は 50～100ｍ程度です。 
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